







i の目ミシンをごま用いただきまして有络うございまず 


★お手許にお届けした 巧の目 ミシンは HL2-350 
おを-申します。この 3 50型は輸巧用として性能に 
ついではずでに世界的に巧評力化り、特にツート 
ッ•力う一をつか。た明るい色彩と、近代的湿党' 
のをみれたデザイン、またを部に操り入れられた 
号^^の檢巧な巧巧と装置は、蛇の目ミシンのみ 
みち•み大きな恃をであります U 
ホ紀 P 目ミシン HL2— 350型を毎日調子よく、楽 
しく.；^巧巧になるためには、この博用説明害をよ 
くも'読みになり、一つ一つの機能をじゅうぶんに 
ごさるよラお煩レ、いたしまず。 

★力■一、ミシンじご不審や故障などが超きました 
ときは、お近くの蛇の目ミシン直當■店へご遠慮を 
くご巧抑せ、つけ下さいませ。製品には10力年の責 
時捆論、あとあとのサービスに万全をつく 
^^^ご睾化申上げてぉります。 . 


イ巧50型ミシン©ぺブドには、このミシンの機城 
軍ち■が刻印されています。それによって会をには 
おを様のミシンの製造丹日やその機能の特性が巧 
細に!己塚されておりまずので、万一故障や部分品 
のお取替の場合でも、 * 機械番を*さえお知らせ 
下されば、その機械の様式や部分品について、す 
ぐ調べてご通知申上げるこヒポできまず。 ' 

★3 50型ミシンには下の付属品がついています。 

ボビン.（糸を）4個=ツ卷 1個 


ミシンき十 6ぶ 

(ケースっき） 

ネジ廻し(大小)2個 


(ミシン油人〕1個 


宏規1組 ■ 1個 

が上のかに『蛇の目ミシン350型使用説巧書』 
が1冊ずつ添付されておりまず。 
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糸の通。たかで、布をおいあわせるという最も 
簡単なホ裁縫でも、正しい順序通りの链い方をお 
ぼえなければ、一枚の下着を化上げることも中々 
できません。ミシン'.は手綠というこめおれ事を、 
一切機械的に最も早く美しく仕上げるためにつく 
られた精密機械です。 

從ゥてミシンの穂頃も、その巧途によってを種 
を様に分れております。一般にをく使われている 
のを普通に家庭用と云っていますが、これは家庭 
用た I みには使用できないということではなく、一 
般に広く普及:されている意味ですから、もちろん 
職業用にも使用することができるのです。 

家庭用ミシンは足路みで、普通には1々閒600 
〜800計の運を卜を標準にして烟転いたします。こ 
れに ミシン 専用のモープーを取付けますと、毎々 
12扣巧 m 度の遇転が可能になります。 


★ミシンは家庭用の標単型でも S 百を十覆にのが 
る沢山の部品が精巧に租合わされて殺られでおな 
ます。ミシンに付属している一本のネジも、ちい 
さな油注しの穴でも、それぞれ大切な役鄭やはた 
らきを持ゥ.て V 、るものです。ミシンをあなたのを 
いのまま自在に使いこなして頂くた々には—— 

ホ1に……ミシンの巧能巧々のを称と性能をよ 
く巧っておくこと（本害のを頭にあ 
る r 頭部磯構図」と r 頭部-台足部 
を称図」をご参;照下さい） 

ホ2に……正しい足挺ホは酉足踏ミシぺエ両 
足で r 蛙板」をみんで针を運ばせま 
すから、自由自巧の運封•(よまず、巧 
踏の練習からはじめます。 

ホ3に正しいホの通し方上糸の正しいか 
け方、下糸の正しい巻きでやか^ 
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をよく党えていただきます。 
これから先は「縫い方」に習巧していただき、そ 
れをぶ用じてを々と新しい洋裁や、ミシン手苦、 
ず]練にまで進んでいただきます。 

★本普には、ミシン使用法や链レ、方の基礎から、 
更にミシンの手ス、保存法、巧単な修理!^の方法 
まで、わかりやすく T 卒に記述してありますから 
どんな初めてのぞでも、本普の順を追。てお学び 
になれば、かならず直:派なミシン技術者になり、 
ミシン裁縫が短時日で上達されます。 

HL 2 占 S 50 型括の目ミシンには、巧のように 
を種の最巧ま装 at が取付けら打ています。 

1、な巧子は U ンク式天ビンによって、どんな島 
速度で辖ぶてもが調を保ち、しかも摩糖音や 
がなくいた。て說かです。 


2 、 送目巧節はウインドおで縫宜の長さがミリで 

正確に示されまず。 

3、 返しおを置は押ボタンまで、操作が軽快樹梗 
になりました。 

4、 剛月装 S は面板巧巧まとなり、針もとを巧る 
く照らし夜間のお裁踰こ最適でず。 

5、 押え圧力の巧節はダーナー巧付にて操巧が簡 
単じなり布押えが一層合理的になりました。 

6、 剌巧链裝宙（:ドロップフィード）は押ボタン 
式によって送り诸■力;上下に動きまず。 

7、 洁り巧は開閉に便利なヒンジまとなり、ボビ 
ンケ ースの 格納取出しに非常に便利です。 

8、 カマには当社独悼の掃除器 C ク U —ナ ー) が 
付いていますので、ヵマを掃除する必要がほ 
とんどありません。 








ホ1•図 

本社の直営玄店からは、ミシンを華部組立てた 
ままでお届けし.ますが、遠隔のちで荷造りしてエ 
場から発送する場合は、頭部（ヘッド）と足部テ 
—ブルを別々にお届けいたします。 

★ミシンの頭部をテーブルに取つける) iM 序— 

しテーブルのフブの錢をあけて上板を開らく。 


!、テーブル中板の中ホに取つけである2個の金 
具（ヒンジ）を、頭部べッドの前端にある巧 
に差をみます。 C ホ1図） 

3、 次にミシンべッドの裏がけこあるヒンジ止ネジ 
.(ホ2回）をキジ m しで-しっかり締めてあつ 
け、頭部を前板の上に据えまず。 

4、 最後に/、ズミ車の内測にある禪輪にベルトを 
かけて取つけが完了します。’ 


◊ミシンの巧却は 
巧 13 kg のま量が 
みり、手先ではを 
くてをつけが巧ち 
しま廿んから、ホ 
1因のよ5に頭 S 
を巧えて、お取つ 
け下さい 0 

ホ2図 



ホ3因 


足部のベルトを掛ける 
場合は、ベルトまの右側 
にべルトを垂らし踏あを 
踏んで、ベルトまを手前 
に廻せば、.ベルト車の溝 
にある突起がベルトを引 
っかけて、たやすく掛り 
まず。 

★ベルトがあかると足を 


踏むにつれて機械が自がに動くようになります。. 

ペルトをはずす場合は、ベルト車のちょうど膝 
の窝さのちたりにべ化卜さ f しがついていますから 
け3因参照）ハズミ車を手前に廻転しながら、 
左方向 C 自々の足ので向）に引くと、ベルトは楽 


にはずれます0 

一巧シンがを迴转しては絳えないのは勿論のこと 


踏み方にムラがあっては、糸の調子が中様になら 
ず、きれいな縫目になりません。 

女ハズミ車（ホ4図）はいつも手前の方に狙るよ 
うに、同じ速度でムラなく動くようになるまでち 
越の練習をして下さい。 

A ■足越の繰習や下をを卷くときには、"ズミまを 
左手で押えなが b 、 ホをで中巧部の逐を止めネジ 
を手前（ホ4図のお 
巧の方向）へ廻せば 
ハズミ取よ運計に関 
おなく、単独に空廻 
りしまず。 

★機械を運転する場 
合は、運を止めネジ 
を元通りに逆に廻し 
て締めつけまず。 



ホ4図 













椅子があまりを 
いと踏板が踏みに 
くく、力が入口ま 
せんから、腰をか 
けて腿が水平にな 
る程度の髙さのも 
のに、浅く腰掛け 
'まずと長いお仕事 
ホ S 四にも疲れません。 
★坐り方は、ご自分の身体の中,じ、線と針棒の中,じ、 
線とをピッブリをわせて、あまり俯向きとならな 
いように自がのを巧をとりまず。 

こうした正しい坐り方をしますと、針の進むの 
がよく見え、ち右の手も自由に使えまず。 

★雨魁よ踏板から極端に足の指をやかかとが出な 
いように、左右どちらかの足を前後に巧せます。 


★パズミ革を右手で軽く手雨の方に過しますと、 
踏板が動きはじめまずから、その運をにつれて前 
足の； R 先と後ろ足の力カトに力を入れるようにし 
て巧互に踏んで下さい。 ■ 

(注を）◊ハズミ单を逆廻おさせぬよう、かな 
らず手前の方に廻すこと。 ~ 

◊ペルトが巧しく損•かりじくい巧は、指巧を 
ベルトじ添えて巧板を踏むとたやすく巧かリま 

す。 




ホ6図 




、をのおつけ’方 



ホ7自 


ミシンかは、絳物の厚い 
巧いや硬さ柔らかさなどに 
よって、それぞれ適当な太 
さの針を用いまず。（:計の 
ボさのをそはま紙の2又は 
滑りお表面をごお下さい） 
★まず、 A ズミ車を手前の 
方に廻して、か诗（ホ8図 
A ) が上 i りきったとき、そ 
の先のが止'ネジけ8図 
C ) をるめまず。 


には洞の部分が平らにけずられた方と、丸く 
もくらんた•側とがあります。（ホ7図参照） 


★か（ホ8図 B ) を左手に持ち、平らな方を右側 
に向けてか棒に一杯にさしこんでから、針止ネジ 


^ くしめつけ、正しく固定させます。 


0ま意）◊かがせつていては完をに链えません。 
封•が完全かどうかを調べるには、平らなガラス 
かおなどじかの平らな側を当て、巧るいところ 
で横からすかして見まず。完全なかはかの下側 
が平均に巧るく封•巧まで直線に見えます。 

◊封■の太さの番号は封■の基部のふくらんだ棚に 
まざまれてをります。 















初めてミシン裁なをなされるでは、♦を踏の揀きさに切り、 MM と鉛筆で〇9図）のように直 
習*がホ々に出来ましたら、なには一 線を並べて引きます。 


ホ9図 


巧を用いて、直な巧 

円链、ちおの巧留 

をはじめていただきまず。実際の 
裁縫に当。ては縫瓶を上手にたど 
らねばなりません。そのためにこ 
の練習を本旌にかかる前にホをじ 
試みて下さい。 

★巧ずミシンには上糸をかけず、 

ボビンケースを取巧しておきまず。(ホ11図参照 J 
★新聞紙かハトロン紙など手巧の紙を半紙程の大 



下ろして、 . 
を始めます。 


. この紙を布地とちなして綜の上 
を針が真すぐにもとれて、細かい 
目も粗い目も曲りのないよラ正し 
く縫える練習をします。 

' (図は1ががかい目、順々に巧い 
目を示しまず） 

★旌う晒よ、紙の端を送り曲の上 
に置き、を手で/、ズミ車を手前に 
廻して、針先を錫筆で姑いた線の 
端につき刺してから、押え上げを 
. の線の上を前に述べた要領で違運転 
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★針目通りに穴があきますから、紙を調べてみて じ直線縫又は巧みの曲線縫も自由に缝えるようじ 

真直に镜えるようになるまで練習します。 練習いたします。 


: f .:: ■::::: r : こ-:.こ.:が 

： ii ；. 碱ミ 


★これを繰退して、かには（ホ10 ホ10図 

図）のよ-うに線を ffi いた抵で試占 
て下さい。 

この族、縫目の曲り角のところ 
は必ずがが深く刺さっている時に 
巧えを上げて、針を中.じ、として紙 h 
を遇し、再び巧えを下ろして直線 
をたどります。 

★また円を鐘ラ場含は、左手を紙 
の上に程く置き、右手で紙を廻し 
て曲線に链います0 

がれらの練普力;大体終りましたら、線を引かず 


円巧の巧習 


★この練習を何回も繰り返して、 
運检の速度と、旌物の扱い方を会 
语していただき、化にいよいよ止 
糸と下糸をかけた突際の裁経に進 
みまず。 

(をを）链物を巧いないで、糸を 
'つけたまま運おしまずと、『中ガ 
マ』に糸がからまりホ障の原因に 
なります。また逆廻転し'ますと、 
上糸を切るか、又は『中ガマ』と 


『ホガマ』の間に糸がくいをみ、ミシンが動かな 
くなりますからよくごを意下さい。 


























ボビンケースの巧り出し方 



ホ11図 


ポビン•ヶース（か）は針板の下のカマの中に 
あ。て、ポビン（下糸卷会）を納める部みです。 


令 

ボビンヶースをお出すにはぃ • 

★まず/、ズミ車を手前に殖して、針を最上部に上 
げておきます。 

★巧り巧を上方に開き（ホ U 図）、左手の人さし 
指でボピン.ケースのつまみ（ホ巧国参照）を引 
きおこし、人さし指とおや指で軽くつまんで、左 
方に引くと、カマから取出ずことができます6 
C を意）針が最よ部に上つていないと、かにつか 
えてボビンケースが出にくくなります0 
★つまみを挟んで持つている閒は、つまみの萬側 
で化がボピンを巧えているため、ボ ピンケース を 
下向きじしても、ボビンは’をちません。 

★巧ク出したらつまみを巧して、 ポピンケースの 
口を下向きにすれば、ボビンはをけて、化て参口 
まず。 : n 



ボビンに下糸を巻くには、ハズミ革の左方じあ 
る下ホを器（ホ:12煙）を使いまず。 

ホまずハズミ車のか側の運ち止めネジ（ホ4図参 
巧）を手前のでに廻してゆるめます。 

★ベブドのホ立椿（ホ12図）に糸巻をさして宗を 
引き出し、ホま内の巧へ下から巧けて、上へ引き 
あげます。 

★次にボビンを取り上げて、ホ巻器の軸にボビン 
々切かき溝を軸のビンに合わせてはめをみまず。 
★そこでホ卷ポタンを押しつけると、ボビン巧え 
力 S 巧ちて、ボビンにビタリとはまります。（この 
ボビン押えが巧ちると、ゴム指が ハズ ミをの軸部 
に接概してポピンが婚転することになります） 
★ポピンの左側のなをの巧に、内側から外〜糸の 
端を通し、その哪をちの人さし指にし2回巻い 
てやや直摄に引っぱりながら、ハズミ串を手前に 
て越巧を踏むと糸は自動的に巻きとれます。 



左手に持。た糸は、ボピンに5、6回巻けました 
ら引きを!りまず I 。 

★ボビンに糸が一杯に巻けると、ポビン巧えは自 
動的に元の泣置にハネ戻りまずから、この時運転 
を止め、ポビンを糸巻器から取りはずしまず。 


M 












きながら、ボビンケースの切目（ホ15図）に通し 
更に围子パネの下を通して、ホ16図の通りにボビ 
ンケースのホロ〜糸を通し入れます。 

★糸がポビンケースじ通った'ら、なに糸調子を見 
て下さい〇適当の重味を感じないで、 スルスル 糸 
が出たり、重すぎて糸が切れるような時は围モバ 
本のネジを力が或します。 

を巧) 〇ボビンケー 


ホ16网 



スのつまみを超した 
[ ままポビンを义.れる 
と、ボピンがキチン 
とは壬りません。 
◊ボビシケースの糸口 
がかの個所から下糸 
が巧けでろと糸調子 
じないがをじます。 


中ガマにボビンケースの入;れ方は、（け頁）の 
「ボビンケ—スの取齿し方」と阿じように、まず 
ハズミ幸を廻して針棒を最高に上げ、海り巧を開 
けておぎまず0 

★ボビンケースに糸が通りましたら、糸の端直10 
七ンチ位ボビンケースの g に向って、左側に垂ら 
して、そのまま串手の人さし指と、おや指でケ_ 
スのつまみを杖んで持ちまず。（ホ11國参照） 
★ボビンケースの角が大ガマ上部の凹部にはまる 
ようじ、中ガマの中央のポビン受おじピブリと开 
ち込むまで奧の でへ一 巧じさし入れて、つまみを 
放して下さ t 、。 .. 

女ホ:■岂ンケースから引出してある糸の端は、ケ— 
スのちより向。で左側に、そのまま垂らしておい 
て潜りなを閉めまず。 

(■カマ巧のを巧図は29頁にあります 
















◊上糸を巧ける揉作は、まおじおやりじなろと 


たやすぐ出巧ます。 

2. 次に糸を天ビンの巧姑と面あ糸案巧け)口）に通 
し、针棒のホま内烟じ通して、最後に封■の巧曲 
に左からあじ通します。 

3. 糸の端は針から10芋程度引ほしておきまチこ如 


上糸の掛け方を間違えると、裁鋒力;'できません 
から、掛けでの順序をよく党えておいて下さい。 
★* 初に^、ズミ車を手前に廻して、天ビンを最高 
部へ上げておきます。 

女糸巻をァームのホ立株に立て、糸口が手前測か 
ら出るように糸を引出し、下図の j おに掛けます。 


1•天あホち巧山に通し 
た糸をホ围子皿(のの' 

,間を右から左に糸を 
酒しなボら、ホなパ.. 
ネ(がと一緒に围子皿 
ホを巧のくぼみ城に 
糸が引っかかるまで 
引上げます。 

(を息)◊糸調子皿は'2巧: 
に重なつていますから 


'•、下ホの引上げ方 


上糸の掛チ方、下糸の巻き方、ボビンケースの 
义れでなどの練習が終りましたならば、なには下 
糸をが^の封■巧から引き上げていただきます。 
一下糸を針巧から引ま上ばる版巧一 

1、 -ぷ手で巧から化ている上ホの端をつまみ、糸 

をややゆるめてがち、右手で■^、ズミ車を手前 
の方へ迴します。 

2、 かは一度下。て、巧び上へあがりまずから、 
針*ボ上りきったところでハズミ車を止めて、 
左手で上ホを引くと、上糸は下ホを捉らえて 
下糸ボが巧から輪になって出てきまず。 

(ホ巧図） ' 

3、 下糸が上りましたら、上糸と下糸を押えの割 
目よ口下に樹えて、向う側へ出します。 

女これでいよいよぶの準欄ボをいました。練習用 
ぶ^には、新い、ホをお使いにならなくともが 



いホした敷布や浴衣などで結構です。 

(をち）◊下糸を引上げる時、上糸をあまり強く 
引つばつていると、下糸を引上げないことが 
ありまずから、がと指との間で糸が夕かゆる 
む程度に軽く持つて下さい。 

〇上糸の端をがのを測のおで引くと、下糸を 
引上げやずいのです。. 
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り調節 


縫目加お 



★送り！!節ダイヤル（ホ20図 A ) を遇して、送り 
目盛お （ B ) のを宇に赤括を合わせます。目盛板 
の数宇は键目の畏さをミ y (1 ミリから4ミリ _) 
で現わしております。巧にハズミ革を迴して運針 
すれば、普通沒ができます。 



—返し経の巧をのがい方一 

女リバースボタン （ C ) を押せば、普通錄と向じ 
旌目の返し経ボできます。ボブンを放せば、普通 
縫にもどりまず。 

(リバースポタンは必らず一巧に押ずこ占、 



1•巧いはじめ 


巧頁の r 下糸のき让げ方」で述べましたように 
上ホと下糸を押えの向う測へ引出しましたら、ボ 
地を押えの下に置き、絳いはじめまず， 

★左手で上下の糸の端を軽くつまみなボら、右手 
でハズミ車を静かに手前へ姻して、最初の一針を 
ホおの键いはじめの位置に突きさしまず。 

★なにアームの下からち手で押え上げを下ろし、 
糸をつまんだ左手を放して、ハズミ車を廻してを 
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板の運伝をいたします。 

ほが 

◊最右?の一かを巧うとき、上下の糸をちを でっま 
んでおれば上糸のくい込むことはありません。 

◊送りと押えのが巧で、自なにホをうりだします 
から、ホを手前に引き動かしたり、巧う側へ引 
っぱったりして、機巧の運おを助けようとして 
はいけません。そうするど针が曲ったりがれた 
口しまず0両手でホの方巧を調節するだけでよ 
いのです0’ 

2. 沒物の角を沒ラとき 

★巧を錄うには、' 紙で願したときと同じ要領で 
巧口角にきたら、ハズミ草に手をかけなボら針力； 
ホレ深く刺さ。てレ、るときじ運ちを止めまず。 

ご飾えを上げて、針を中,じ、に適宜なで向に巧を酒 


し、巧び押えを下ろして辖ぃはじめます。 

3. 巧いをつて布を巧かすとま 

,，键レ、終って運転を止めようとする時は、 ハズミ 
車に手を当てて、巧ビン（ホロ図の 5.) の上りつ 
めたところで運転をやめ、巧えをあげまホ . 

★辖ぃ物はおらずホ 
斜め向ラへ、静かに 
引き、巧え择にとり 
つけてあるホ切かス 
はホ鉄で上下の糸を 
切ります。 c この時 
上下の糸の端は次の 
捷いはじめの巧息に 
10センチほど残して 
おいて下さい） 



ホ21図 










糸調子の調節 


★緯レ、終りは、そ-のままでは絳目ボほつれますか ★ミシンは1本の糸でをう手繪ヒちボゥて、上糸 
ら、糸を切る前に:16頁のおし唐の巧で説明した返 と下糸ポからみをって键い合わされてゆく.もので 
し結いを、止め持として用いて卞さい。链い終り すから、この2本の糸-調子が键上りのうえに大き 
まで来たら、返し縫‘用のリバ r — ス•ボタン （ホ20 な影皆があ'ります。 

図）を巧して、-链自を房せばよいのです。 ホミシンがつくる本锭の键目は、針からまる上糸 

(をな） ■ ■と、ボビンから来る下糸力;、链物の貴中で锅りお 

◊不注息-にうっかり糸をおやおに引きだずとかが になって出来るものであります。 

曲ったり巧れたりします。 ★正しい链目は、（ホ22図）のよラに、ちょうど 

◊まもを止める時は、かならずハズミをに手を当 布の中間で上糸と下糸が夕义しています。. 

てて止め、逆姐りをさせてはいけません。 ★上ホの苗子が強すぎると（ホ23図）の様に、上 

◊天ビンは鼠上部に上げてから巧物を引き出.すこ 糸は錄物の上側に一直線となり、下糸力巧 I ゥぱら 

と。天ビンが下っている時は上糸はまだ中ガマ れて表め链目に現われまず。 

に巧っており、上糸は滑らかに巧てきません。- 
◊布の端で沒い止める時は巧のをりよりをへない 
越してはなりません。布のおる巧巧で巧ちを止 
めないと糸が中ガマにからむことがみりまず。 


★反対に上糸ポ 
弱く下ホが強す 
ぎると、下糸が 
ボの罢側に一直 


ホ22図 


正しい*子の a 目 ^ 
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藻になり（ホ23因）、裏側へ上糸が引きをまれて 
まの捷目ボできなくなり、どちらも体裁も悪く旌 
目が弱く* T 、 ほころびや、またホに謹接がよった 
り、上糸の巧れる原因になります。 


完全な浸目は上ホの巧子だけで直せる 


ミシン教键の政し悪しは、上糸の調子で決まり 
ます-正い靖目は、大て V 、上糸の調子をなせば 


完全になるものです。 
★上ホの贸子を強くし 

たい巧合には . 

(例えばホ25図下のよ 
うな链目になった時；） 
上ホ巧節帯の巧節ナッ 
卜け汹図）を、指示 
グぁの (卡）の方に廻せ 


ホ23図 



下ホ巧子。巧すぎるホ色 


ば上糸の調子ボ強 
くなり、 

★また上ホの韵子 
を弱くしたい場を 
は、（縫目がホ23 

図上のようじな っ 
た時）そのな対の 
C 一）の方■に酒し 

ます。 ホ24図 

◊け」このよぅじして調子が化ました時は、お' 
示板の夕巧（ホ 2 7図参厢）に合ったを宇を 
言己巧しておぃて頂けば、もし他の方が南な 
ナツ-卜を誤って迴しても、巧のなぞじをわ 
せますと正しぃ辖ぃ調子が得られます。 

下ホの围モ 

すべて機械の宵部は、を苗:からお庙けずる時に 



19 











糸巧パネの強さの調節^ 


完全に銷をが出ホており 
ミすし、実段に使用の場 
をも、前に述べた通り、 

大ていは上糸調子で加減 
が出来るものですボー 
★何かの場合で……下糸 
の調子を加滅する必要め' 

ある時は、ボピンケース 
のか測の、ホ巧モバネの ホ25図 

/トネジで調節いたします。（ホ25図の矢印） 
★その時は、小ネジをおへ酒して綺めれば、調子 
は強くなり、ぶへ酒せば弱くなりまず。 

★下糸の調子 . は、ポビンケースを;を手に持 

ち、ち手で糸を引き出して見て、ちょ っ .と手ごた 
えがあるという想じに下糸が出てくるのが、よい 
調子なのであります。 


★普通の厚さの布あを链うときは、ホなパネのを 
さの加減は必要ではありませんポ、ホの厚さ、 種 
類によ。'て.パネを調節しますと、結 レ 、調子が一層 
良くなります。 

し拒巧物、ナイロ 
ン地、刺な癌等 
の場合は——: 

ホ取パネを捉く 
しまず。 

2、極厚物、ビニー 
ル地、 '巧ゴム地 
等の時は一 
ホ取パネを強く 
します。 

★この調節の方法は 





刺な縫装置（ドロップフイード）は、2個のポ 
タンによって送り歯を上下に動かします。 

★'普通链の場合は、ドロップフイー ドのを ( SEW ) 
の ボブンを押して、适り歯を上げておきまず。 
★ミシン剌巧をする巧合は、左 (DARN) の ボタ 
ンを押して送り歯をか板から下げまず。 














押え強さの調節 （ 夕ーナ ー ; 


薄物、厚物の布地を綻う場合、ホ地を平に送る 
ように、また布地に巧をよせないように、押えの 
圧力の調節が必要でありまず。 

★巧无〇圧力の強弱は、このダ—ナ—によって調 
節します。バー （ B ) を下に押すと巧えに圧力が 
かかり、ホ側のリング （ A ) を巧ずとパーカ Ul に 
はね上って、押えの圧力がなくなります。 
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★巧お C デシンなど）の巧を . "一の頭を怪く 

押して巧えに適当な圧力がかかるようにします。 
★街！お(未摘など）の巧をは.…..パーを押レて巧 
い巧のところまで下げ去す。厚あや巧い-ホ 化の巧. 
合は……もっと押して押えを強 < してくだざい0 



明りの充分でない場所や、夜間などにミシンを 
か陡いになるとき、綻目め附近、を明るくするため ' 
に照明装»ボ面板巧に装置してありまず0 - 

しべッドの下から出ているま気コードをホ31因 
の③⑤ ® の II 眞序でテーブルのを具に通します； 

2、 同じくコードをテーブル巧受の内側にある差 
を口にねじ込みます。（ホ32図 A ) 

3、 なに付 S コードの差込みを袖をか稱の差运 P 




















あなたの大切なミシンは、常に手入さえ巧巧ぃ 
ておれば、ぃつでも素晴い、性能を発陣し、一を 
お使ぃになれますから、お仕事のおった後は、絶 
えずを油と巧除に注息をして頂きます。 

油の悪ぃものや、不適当なもの（植物化の食用 
姐^は不可）を使えば、油が粘って運転がおりミ 




シ.ンの為にはをくありませんホら、池は常につ巧 


の目ミシン巧*をお巧い下さい。： 

★ミシンを孩■日お使いになる方は、を日注曲と掃 
除.をする必要がありまず。古た3百の中にを時聞 
しかされないでや一^の御家庭では、 i 週間 
に1回の注油と掃除で十をです。‘ 


.0 ま 油） ★まずホ切で機械に ついているホ 
い油をよく拭きとり、頭部は（ホ34風） の ミシン 


の頭部のを印の個所へを 
します。ミシン油を油差 
しに乂れ一力巧へ一嘉う、 
二滴ぐらい注します。 
★針巧の個所へ油を注ず 
じは面扳のネジけ巧5図） 
をゆるめて面板を巧りか 
します0すぺて注油の時 
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も 



ホ36 図ベッドを巧の注巧個巧 


は、油差しの口を油巧へ十かこ突込んで注して下 
さい。' 


★ベ，’ドの 底部裏面は、頭部を倒して（ホ36図） 
の考巧の個巧へそれぞれ注油いたします。 

★足なの注油は、時々で結構ですボ、ベルトをか 
し、踏扳を踏んで動き襄れる部夕（ホ37図矢印） 


へ 油を单します。 

户(掃除）★カマの掃除は大ガマフタをはず 


し Of •し方 f ま 29 頁参脱中ガマをかして大 ガマの 
溃の中の糸语やゴミ等をきれいに掃除した後、油 


をしめした布で溝の中や中ガマを拭いて下さレ、 



★送りせの掃除はが巧の止めネジをネジ廻しであ 
り、針あをかして、送りをの糸屑やゴミを巧ブラ 


シで除きます0’ 


(をち） 

◊を抽や甜路をする 
時は、をらず巧を巧 
口みしてから巧って 
下さい。 

◊みらくミシンをが 
わない巧をや、巧ぞ 
の時巧には巧が巧着 
して担ちが重くなり 
ますから、.をを油巧 
かこちおかな発油を 
を目にをし、を々巧 
巧速に®して油を& 
ぐいホつてから、ミ 
シン油をを恼巧へお 
をし下さい0 


ホ37 因足部のぉか丽 f 
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付属器具の扱い方 



•をおの巧い方 

定規は、直線縫をする場合に使用するせ属器を 
で、巧から定規の端までの混爾ををめて、お規に 
ホ地をそわせれば マブ 直ぐに链えます。 

★定規を取がけるには、封■扳の右にある2個のネ 
ジ巧に黄規を置いて計から巧規の間の巧歯を谅当 


-，今 

に定め定規の巧の淆巧から、ネジをさしをんで堅 
くどりつけ、链物の端をこれに揃えて链ぃ主す。 

=ッ巻のを方 

=ツをを取がけるには、まず針をホ請^上げ 
押えをはずして用ぃまず。け39図） 

巧沒 'をするには ••••. 

巧の目ミシンにか属しているミツ巻は、3ミ y 
誉きとな。ております。 

た島初からをく場各には、布地の端を3ミリ.幅に 
して、長さ3七ンチから4センチ位に3ツにI巧り 
ミツきの下に置きまず。 

★巧山の端、 0.5 ミリに針を下ろして、2ッに 
巧。たが山を、ミツ卷に差しをみ’（この場を、艰、 



地の縁をし2回上下に動かして差しを九ます） 
巧え上げを下ろします。 

★巧地の端より2センチ位いのところを、おや指 
と人さし指でつまみ、ホ地口端がヒ;ンとなるまで 
手前に引きなボら、運針のままにホ地をすべらせ 
'か。 (が9図） 


(をを） 

◊链うときは、ミツきの口に布地ボ了度一ぱ 
レ、に満たされるようにいたしまず。. 

もし縁がかれるようで'したら、指先を上 
方に布地と點こ上げ、' 深く巻きをまれた場 
合は、左手で左のでに巧地を引きます。 - 

★ハンカチ等の巧なの場合には、布地のをき初め 
を斜めに切り、己ツ卷の卷ま口に、手前より差し 
をみ、前の要領で運針をいたしまず。 

★この=ッをにはを々な利用法があり、縁筵いを 
しながらレースを间時に链いつけたり.、またがせ 
経、苗ね 辞など、ミシン技術の M するに巧。て 
巧利な応用ポ出来ます。 

(:がせ窺、重ね搬よボ地を中表に合わせて纖を 
いたします） 








カマの部分は最も大切な個巧 f で、ミシンの調子 
の悪くなる原因は、ほとんどこのカマた糸がまき 
つくことにありますから、カマのを辭はぜひ出来 
るよラにお党え下さい。. 

◊蛇の目ミシンには牌こカマ#展甚げか画）が 
.裝置されて、裁链中カマに糸屑がたまることがほ 
とんどなくなり、掃除の必要がないようになって 
いますが、万■一カマに糸がまきつき、動かなくな 
りましたら、かの要領でみ解して下さい。 

★蛇の目ミシンには、閣巧カマ（才ープンレース） 
ポ装置されていますから、分おは筋単におできに 
なります。 

◊る解掃除のときろ U— ナーを落しあれなぃょラ 
にご注意下さい。 


カマのみお巧巧 

しべ化卜をはずして、 gft を後で k 倒ご、- ハズ 
ミ車を遇して針椿を焉苗部ピふ如占-もンヶ 
—スを取りた'しておきます;ぃ ’ 

2、 大ガマフタ巧;ぇネジげか図）も左へ酒手と 
フプ押えが前方に倒れ、大ガマフがかりは 
ずせます。（ホ 4 咽.） 

3、 みに中ガマを取りはずして、大ガマの巧巧な 
どに巻きこまれている糸をとり除きます。 

女組立てるときは……夕解の逆の1頃序で、舒棒は 
最高部へ、中ガマはホ40圃のようか扶態に して 
それぞれ取りつけます、 

(:をホ）カマの々解晒巧はな頁ホか図に図をし 
てみります0 
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な唐が起ゥたら、原因は何か、どこが悪いかと 
いラことをスグ探し当てるのが急巧です。そして 
一つ一つ 直していくうちに、ご自分■で出来る こと 
ポをく為るので、自唁を持ってミシンを保いこな 
すようになります。ここにお障原因をいろいろ挙 
げて、同時にモの围をちをも説明しました。 

如扶帷の原因の大部分は、針と々マ部からおるも 
のです。早く卿璋の原因を見つけましょう。 

( I )音が高い、遇ちがまい原因 

し油が切れているとき。 （24 頁参照） 

2、 カマ部じ糸屑がまきこんでいるとき。 

3、 送りをにゴきポたまっているとき。 

け）上ホの切れる原因 

1、 糸の掛け方や順序ボ聞遙。ているとき{:糸 
道の順序を丹細こ調べて掛けなおします） 

2、 上糸の調子が強すぎるとき（:糸や布地が変 


わると今までちんった調子ボ強すぎること 
になる場をがあります。 .18 頁參厮） 

3 、封:が曲っていたり、が巧が鈍くな.スている 
とき（新い、計でも針穴になやまくれがあ 
る辟よ、別の針と取臂えます)- 
ん糸が針に比べて太すぎるか.、ぶは却すぎる 
とき（滑り板表.面に糸.と針の関係ボ^し 
てあります。またを紙の2を参照下さい） 
女どこが悪いのか故巧が中々見つからないとまは 
巧回となく/\ズミ車を廻して、上ホの巧まをを; ft 
してみると、たいていをるでまるものです0 
(3) 下ホの切れる原因 
; . 1、ボビンケースに下糸の通し方が間違。てい 
るときひ 2 頁を見てお調べ下さい） 

2、ボビンケースの巧子パネ （12 頁ホ巧図）が 
強すぎるとき（ネジ廻しで：^ ra 镜じます：)> s ^ 


3、ボビンがボビンケースによく合わないとき 
C ボビンがをわないとなめらかに酒転しま 
.せんからボビンを取替えて下さい） 

んボビンケースの調子バネが磨滅して、濯が 
いたんでいるとき（バネを取替えます:） 

5、ボピンケースの中や、バネの中にゴミがた 
まっているとき。 

C 4) 巧が巧れる原因 

1、 針の取つけ方が間違ゥているか、曲った針 
をしたとぎ。 

2、 封■止めネジの締め方•がゆるいとき。 

3、 上糸の調子が極度に強すぎるとき。 

ん綠いあって布地を弓 I き出すときに、手前に 
強く引っぱ。たとき。（必らず針を上にあ 
げて、布拙がか先にかからぬようにご注意 


下さい。ホを取り f よずす時は、かならず糸 
を左向う—へ斜めに引いて糸を切る） 

5、細すぎる針で、厚いホ地を綻ラとき。 

け）待目にががでまる原因- 

1、 上糸、下糸の両方■の調子が強すぎるとき。 

2、 経物に対して縫目があらすぎるとき（特に 
涛地のものはがができやすいのです） 

3、 下糸がボビンに平均に巻かれていないとき 

(ポピンケースから滑らかに出ません） 

ん巧えの圧力が強すぎるか、または弱ずぎる 
とき （22 頁を参照） 

(6) 旌目に給ができる原因 

1、 上糸と下糸の調子力境全:でないとき 沒く 
は上糸調子の弱いとき起りまず） 

2、 ホ取パネ（ホ27図）の位置調子が弱いとき 






让糸が完全に引き上げられな レ、 中に巧の 
辖目にホ地が送られてしまうので、上糸が 
たるんで輪になり、布地の萬側に残るので 
ハ•ネを調節します:） 

3、糸の品質がすをのときや、糸と針の太さが 
調和しないとき（表がをを参照下さい） 

(7) 持目に目巧びがでまる原因 

★目飛びはいろいろな原因から起ることがありま 
すがかの順序に従ってお調べ下さい 

し上ホの掛け方を商べる . （掛け方が間 

違っているか、またかけた上ホポどこかに 
からまっていないかを調べます。ホ巧圃参 
照） 

2、下ホの围モを調べる . （ボ ピンケ—ス 


を巧り出し、下ホか調子よく引き出せ るか 
どうかをお調べ下さい。ホ14図参照） 

3、ホに巧して巧が巧すぎはレないも……（か 
とホとホ地の釣台■いはよ.いか、舒が細いと 
目巧びしやすいものです） 

ん巧を巧!をえてみるこ车 . 巧 i * ポ曲って 

いたり、計化が鈍っていたり、或は糸穴の 
悪い計を巧うと呂飛びが超りますから、他 
のやや太目の計と取替えてみて下さい） 

5、 糸を巧!替えてみること . （糸の燃口で 

や、糸の質によ。てを起りますから、上糸 
を他のよいぶと取替えて絳って見ます） 

6、 巧克の圧力を調節してみること……（「ダ 
—ナー」を加域して、巧えの力を強めたり 
おめたりして絳レ、試めして下さい）、 
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